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町
内
で
発
生
し
た
火
災
の
拡
大
防
止
に
努
め
た

と
し
て
、
６
月
６
日
、
森
谷
勝
榮
さ
ん
（
山
口
）

に
町
か
ら
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
は
、
５
月
14
日
に
山
口
地
内
で
発
生

し
た
火
災
に
お
い
て
、
冷
静
な
判
断
と
迅
速
な
行

動
に
よ
り
延
焼
防
止
に
寄
与
。
そ
の
結
果
、
火
災

の
被
害
は
最
小
限
に
食
い
止
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

森
谷
さ
ん
に
は
、心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ឤㅰ≧をཷけྲྀࡗた᳃㇂຾ᴿさん。ᕥは
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火
事
現
場
で
の
冷
静
か
つ
迅
速
な
行
動

森
谷
勝
榮
さ
ん
に
感
謝
状
を
贈
呈
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６
月
６
日
、
平
成
27
年
度
白
鷹

町
体
育
協
会
表
彰
が
中
央
公
民
館

で
行
わ
れ
、
昨
年
度
、
各
種
ス

ポ
ー
ツ
で
活
躍
さ
れ
た
方
に
町
体

育
協
会
か
ら
栄
光
賞
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

今
回
受
賞
さ
れ
た
の
は
、
白
鷹

Jr
．
レ
ー
シ
ン
グ
ス
ポ
少
に
所
属

す
る
、
大
滝
覇
功
く
ん
、
今
思
乃

さ
ん
、海
老
名
空
来
く
ん
の
３
人
。

３
人
は
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
全
国

小
学
生
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
大
会
出

場
し
、
全
国
大
会
と
い
う
大
舞
台

で
健
闘
さ
れ
ま
し
た
。

ᰤග㈹をཷ㈹した３人。ᕥから、大⁪ぞຌくん、

今ᛮ஀さん、ᾏ⪁ྡ✵᮶くん

平
成
27
年
度
白
鷹
町
体
育
協
会
表
彰

ス
キ
ー
競
技
で
３
人
に
栄
光
賞
を
贈
呈

白
鷹
学
講
座
パ
ー
ト
１

「
や
ね
だ
ん　

豊
重
哲
郎
氏
講
演
会
」
を
開
催

　

生
涯
学
習
講
座
と
し
て
町
民
自

ら
が
企
画
実
践
す
る
「
白
鷹
学
講

座
」。
平
成
28
年
度
の
第
１
回
講

座
が
６
月
24
日
、
町
産
業
η
ϯ

λ
ồ
で
開
࠵
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
鹿
児
島
県
鹿
屋
市

串
良
町
柳
谷
（
通
称
や
ね
だ
ん
）

集
落
自
治
会
長
の
豊
重
哲
郎
氏
が

「
全
住
民
参
加
型
の
地
域
づ
く
り

～
行
政
に
頼
ら
な
い
ま
ち
お
こ
し

～
」
と
題
し
て
講
演
。
行
政
に
頼

ら
ず
「
集
落
で
で
き
る
事
は
集
落

で
」
と
い
う
考
え
に
よ
り
、
過
疎

化
が
進
ん
で
い
た
「
や
ね
だ
ん
」

に
再
び
活
力
を
取
り
戻
し
た
豊
重

さ
ん
の
ア
イ
デ
ィ
ア
や
、
集
落
の

住
民
全
員
が
一
つ
と
な
っ
て
行
っ

て
い
る
取
組
み
に
、
集
ま
っ
た
約

１
０
０
人
の
参
加
者
は
、
や
ね
だ

ん
を
白
鷹
町
と
重
ね
て
真
剣
に
話

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
の
最
後
、
ま
ち
お
こ
し
の

根
底
に
あ
る
の
は
「
住
民
自
治
」

「
自
主
財
源
確
保
」「
還
元
」
と
ま

と
め
た
豊
重
さ
ん
。
今
後
は
「
地

域
の
活
力
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ

の
奨
学
金
の
給
付
と
、
や
ね
だ
ん

に
住
む
高
齢
者
が
生
き
生
き
と
し

た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
な

福
祉
の
充
実
を
実
現
で
き

る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き

た
い
」
と
力
強
く
語
り
ま

し
た
。

　

次
回
の
白
鷹
学
講
座

（
パ
ー
ト
２
）
は
、ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
田
勢
康
弘
氏

を
講
師
に
迎
え
、
８
月
３

日
に
町
産
業
セ
ン
タ
ー
で

開
催
予
定
で
す
。
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